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こんなことが決まりました

一般質問発言者

一般質問の内容について

議会の傍聴にお越しください

常任委員会審査報告

行政視察報告

議会の動き

・小林千津子　・加島　淳

・藤原　章　・前田光教

・川名善三　・松井精史

・高坂純子　・中井澄夫

・山本悟朗

まえ だ のりみつ

たか さか じゅん こ

やま もと ご ろう

か しま じゅんばやしこ ち づ こ

ふじ わら あきら

なか い すみ お

まつ い まさ しかわ な よし ぞう
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小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
実
施
し
、
平
成

２４
年
３
月

３１
日
ま
で
と
し
て
い
た
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
制
度

を
３
年
間
延
長
す
る
よ
う
改
正
。
平
成

２７
年
３
月

３１
日
ま
で
と
な
っ
た
。

小
野
市
開
発
事
業
に
係
る
調
整
及
び
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
平
成

２３
年
５
月
２
日
に
公
布
さ
れ
、「
市

基
本
構
想
」
の
策
定
根
拠
で
あ
っ
た
地
方

自
治
法
第
２
条
第
４
項
が
削
除
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
引
用
条
項
を
改
正
し
、
条
文
の

整
備
を
図
っ
た
も
の
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い

て　
平
成

２３
年
３
月

３１
日
に
発
生
し
た
消
防

車
両
（
水
槽
車
）
と
普
通
乗
用
車
と
の
接

触
事
故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を
決

定
し
、
和
解
（
示
談
の
締
結
）
す
る
た
め
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
委
員
の
中
家
康
博
氏
、
光
英
肇
明
氏

及
び
田
村
喜
久
子
氏
の
任
期
が
、
本
年

１２
月

３１
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
そ
の
後

任
と
し
て
、
中
家
康
博
氏
、
光
英
肇
明
氏

を
再
任
、
河
嶋
律
子
氏
を
新
た
な
委
員
と

し
て
推
薦
す
る
た
め
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
や
す
ら
ぎ
広
場
（
葬
祭
場
）
整
備
事
業

用
地
と
す
る
た
め
、
土
地
を
取
得
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

　
所
在
地
　
　
小
野
市
敷
地
町
（
５
筆
）

　
面
　
積
　
　
５，
７
９
４
㎡

平
成
２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
３
０，
６
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
１
９，
３
５
０，
６
０
０
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

補
　
正
　
額
　
１
９
８，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
１
９，
５
４
８，
６
０
０
千
円

小野市議会だより
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◆東日本大震災にかかる災害支援および被災者等
の受入経費

　災害支援にかかる職員の派遣経費と被災地児童
等の受け入れ経費（中学３年生までの医療費の
無料化、給食費や学用品等）

◆白雲谷温泉ゆぴかの決算確定に伴う基金積立金
　将来の設備投資に備え、平成２２年度経常黒字額

を基金に積み立て

◆やすらぎ広場（葬祭場）整備事業
　用地取得、造成工事、実施設計、事務費等

内　　　　　　　容 補正額 補正後

１２，０００ １２，０００

１８，６００ ２１，２００

１９８，０００

新 規

追 加

新 規 １９８，０００

(単位：千円）

補正総額　２２８，６００

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、

東
日
本
大
震
災
の
今
後
想

定
さ
れ
る
災
害
支
援
に
か

か
る
職
員
の
派
遣
経
費
や
、

被
災
地
児
童
等
の
受
け
入

れ
経
費
（
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

給
食
費
や
学
用
品
等
）
に

つ
い
て
予
算
化
し
て
対
応

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
の

２２

年
度
経
常
黒
字
額
１
８，

６
０
０
千
円
を
、
将
来
の

設
備
投
資
に
備
え
基
金
に

積
み
立
て
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
今
後
の
都

市
機
能
に
不
可
欠
な
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
葬
祭
場
）

建
設
に
向
け
た
用
地
確
保

の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と

か
ら
、
用
地
購
入
及
び
造

成
工
事
等
の
追
加
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

平成２３年度　一般会計６月補正予算概要平成２３年度　一般会計６月補正予算概要平成２３年度　一般会計６月補正予算概要

▲位置図

セレモニーホール（完成予想図）セレモニーホール（完成予想図）

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン

やすらぎ広場
整備事業用地
やすらぎ広場
整備事業用地

小野市議会だより
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市議会HP内の「市議会ビデオライブラリ」から
も、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.city.ono.hyogo.jp/̃gikai/
(一般質問・質疑は発言した議員が編集しました)

小
林
千
津
子
議
員

・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
　

・
各
地
域
の
交
流
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

加
島
　
淳
議
員

・
さ
ら
な
る
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
東
日
本
大
震
災
と
小
野
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

・
公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第

４０
号
　
小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て

・
議
案
第

４４
号
　
平
成

２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第

４５
号
　
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
施
策
に
つ
い
て

・
夢
プ
ラ
ン
２
０
２
０
お
の
総
合
計
画
（
基
本
構
想

　
編
）
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
市
内
の
名
所
、
旧
跡
等
の
管
理
に
つ
い
て

・「
買
い
物
弱
者
」
対
策
に
つ
い
て

・
地
方
版
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
向
上
に
つ
い
て

松
井
精
史
議
員

・
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

�
坂
純
子
議
員

・
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
小
野
市
の
取
組
み
に
つ

　
い
て

・
学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
や
対
応
に
つ
い
て

中
井
澄
夫
議
員

・
救
急
救
命
士
に
つ
い
て

・
小
野
市
歌
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
市
内
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

・
大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

・
議
案
第

４４
号
　
平
成

２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
� 
 
 
 

・
議
案
第

４５
号
　
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

（浄土寺裏山 あじさいウォーキング）

高朞

小野市議会だより
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さ
ら
な
る
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

　質
問
　「
神
戸
電
鉄
粟
生
線
活
性
化
協
議

会
」
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

き
た
の
か
。

　答
弁
　
平
成

２２
年
か
ら
の
取
り
組
み
は
、

「
割
引
率

８０
％
の
シ
ニ
ア
パ
ス
の
発
売
」

「
企
画
切
符
専
用
の
自
動
販
売
機
の
設
置
」

小
野
駅
西
口
に
「
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

駐
車
場
の
整
備
」「
神
戸
の
小
学
生
延
べ

１，
５
０
０
人
を
招
き
、
田
植
え
等
々
の

農
作
業
の
体
験
」
な
ど
、
多
く
の
事
業
を

実
施
し
て
き
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
効
果
的
な
利
用
促
進
事
業
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
西
環
状
線
（
片
山
町
か
ら
葉
多
町

に
抜
け
る
市
道
１
０
７
号
線
）
の
改
修
計

画
は
。

　答
弁
　
事
業
実
施
の
重
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
住
宅
な
ど
の
物
件
移
転
が
必

要
な
こ
と
、
神
戸
電
鉄
の
踏
切
拡
幅
が
必

要
な
こ
と
な
ど
も
あ
る
が
、
費
用
対
効
果

を
検
討
し
、
地
元
の
協
力
が
得
ら
れ
た
段

階
で
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
災
害
に
強
い
ま
ち
「
お
の
」
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
う
え
で
「
高
齢
者
等

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点
づ
く
り
事

業
」
の
果
た
す
役
割
は
。

　答
弁
　
こ
の
事
業
の
活
用
で
、
よ
り
細
か

な
情
報
が
お
互
い
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
震
や
水
害
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時

に
迅
速
な
避
難
や
救
助
に
役
立
つ
と
考
え

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
建
設
と
ホ
テ

ル
の
誘
致
は
。

　答
弁
　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
建
設
用

地
取
得
に
め
ど
が
立
っ
た
。
両
施
設
の
建

設
は
、
小
野
市
の
未
来
の
礎
を
築
く
も
の
。

ま
た
、
知
事
に
同
意
を
得
た
警
察
署
用
地

の
先
行
取
得
の
件
も
あ
り
、
よ
り
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
こ
の
エ
リ
ア
を
整
備
し
て

い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

加
島
　
淳
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　質
問
　「
子
育
て
す
る
な
ら
小
野
市
」
か

ら
、
安
心
し
て
「
終
の
棲
み
か
ま
で
小
野

市
で
」
と
言
わ
れ
る
福
祉
の
ま
ち
小
野
市

に
、
と
の
思
い
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
に
つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　答
弁
　
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
、

社
会
基
盤
の
整
備
と
し
て
在
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
等
を
順
次
整
え
て
い
る
が
、
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
高
齢
者
自
身
が
前
向
き
な

意
識
を
持
ち
積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し
て
、
地
域
一

体
と
な
っ
た
高
齢
者
支
援
へ
の
取
り
組
み

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
（
市
当
局
）

各
地
域
の
交
流
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

　質
問
　
各
駅
周
辺
４
箇
所
の
交
流
施
設
の

現
況
と
、
今
後
の
発
展
を
大
い
に
期
待
す

る
上
で
小
野
市
の
支
援
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　答
弁　「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
」「
地

元
農
産
物
を
利
用
し
た
地
産
地
消
の
拠
点

施
設
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も

健
全
な
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
継
続
的
に

指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
市
当
局
）

　質
問
　
平
成
２３
年
度
に
建
設
予
定
の
浄
谷

地
区
の
状
況
、
そ
し
て
、
平
成
２５
年
度
に

建
設
予
定
の
下
東
条
地
区
の
状
況
を
お
伺

い
し
ま
す
。
ま
た
、
下
東
条
地
区
は
、
現

時
点
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
一

角
と
い
う
方
向
で
検
討
と
の
事
で
す
が
、

道
路
沿
い
の
場
所
に
、
小
野
市
唯
一
の
特

産
品
の
開
発
と
販
売
も
視
野
に
い
れ
た
拠

点
施
設
を
整
備
し
て
は
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
浄
谷
地
区
は
、
国
宝
浄
土
寺
へ
の

来
場
者
の
休
憩
施
設
と
し
て

２４
年
度
の
春

に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。
下
東
条
地
区
は
、

地
域
拠
点
の
整
備
を
兼
ね
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
建
設
す
る
案
で
検
討
中
。

下
東
条
し
か
で
き
な
い
も
の
を
考
え
、
地

域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
大
き
な
未

来
へ
の
挑
戦
と
し
て
、
も
う
一
ヶ
所
整
備

し
て
リ
ン
ク
で
き
な
い
か
も
検
討
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

小
林
千
津
子
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小野市議会だより
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東
日
本
大
震
災
と
小
野
市
の
防
災

対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
の
対
応

と
し
て
今
後
の
支
援
計
画
を
問
う

　答
弁
　
受
け
入
れ
被
災
者
の
生
活
支
援
の

対
策
を
構
ず
る
。
人
的
支
援
で
は
被
災
地

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
職
員
等
の
派
遣
を

中
心
に
長
期
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
小
野
市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
は

　答
弁
　
県
が
発
表
し
た
小
野
市
の
震
度
予

測
が
「
６
強
」
か
ら
「
７
」
に
変
更
さ
れ
た
。

本
年
度
中
に
県
の
防
災
計
画
が
見
直
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
小
野
市
の

防
災
計
画
も
見
直
す
。
　
　
（
市
当
局
）

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

の
創
設
に
つ
い
て

　質
問
　
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
創
設
に
つ
い
て

問
う

　答
弁
　
国
は
、
７
月
に
打
ち
切
る
予
定
の

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
代
え
て
、
一
般
的

な
リ
フ
ォ
ー
ム
で
も
適
用
で
き
る
「
新
た

な
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
導
入
を
検
討

す
る
と
の
事
な
の
で
、
国
の
動
向
を
見
守

り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

「
公
契
約
条
例
」の
制
定
に
つ
い
て

　質
問
　
公
共
工
事
や
委
託
業
務
の
最
低
賃

金
を
定
め
る
「
公
契
約
条
例
」
の
制
定
に

つ
い
て
問
う

　答
弁
　
一
地
方
公
共
団
体
で
取
り
組
む
の

で
は
な
く
、「
公
契
約
法
」
と
し
て
国
レ

ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
完
全

無
料
化
制
度
に
つ
い
て

　質
問
　
年
限
を
切
ら
ず
、
安
定
的
・
恒
久

的
な
制
度
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う

　答
弁
　
私
が
市
長
を
し
て
い
る
間
は
こ
の

制
度
は
堅
持
す
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
地

震
の
よ
う
に
「
想
定
外
」
の
事
態
が
起
こ

る
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

藤
　
原
　
　

章
　

議
員

日
本
共
産
党

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
施
策
に
つ

い
て

　質
問
　
加
西
市
と
の
今
後
の
連
携
に
つ
い

て
問
う

　答
弁
　
加
西
市
新
市
長
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
良
好
な
関
係
を
築
く
た
め
、
第
三
セ

ク
タ
―
で
あ
る
北
条
鉄
道
の
経
営
に
協
力

す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
小
野
市
の
給
食
セ
ン
タ
―
は
築

４４
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
全
中
学
校
の
学
校
給
食
実
施
を

公
約
と
す
る
加
西
市
新
市
長
に
対
し
、
ひ

と
つ
の
案
と
し
て
、
財
政
的
に
も
節
約
で

き
、
ス
ケ
―
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
地

産
地
消
に
貢
献
で
き
る
、
両
市
共
同
で
新

た
な
給
食
セ
ン
タ
―
を
、
移
転
検
討
中
の

兵
庫
青
野
原
病
院
跡
地
に
建
設
す
る
提
案

を
行
っ
た
。
今
後
、
様
々
な
可
能
性
を
探

っ
て
ま
い
り
た
い
。
　
　
　
　
　
（
市
長
）

夢
プ
ラ
ン
２
０
２
０
お
の
総
合
計

画
（
基
本
構
想
編
）
に
つ
い
て

　質
問
　
目
標
年
次
２
０
２
０
年
に
お
け
る

計
画
人
口
５
０，

５
０
０
人
に
向
け
て
の

取
り
組
み
、
現
状
を
問
う

　答
弁
　
小
野
市
は
人
口
を
「
ま
ち
の
活
力

の
バ
ロ
メ
―
タ
―
」
と
捉
え
、「
住
む
な

ら
！
や
っ
ぱ
り
お
の
」
を
合
言
葉
に
人
口

誘
致
を
図
り
ま
す
。
一
昨
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
、
国
の
１
・
３
７
に
比
し
て
、

小
野
市
は
１
・
４
６
で
す
。「
中
学
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
」
の
継
続
、

脳
科
学
理
論
に
基
づ
く
「

１６
か
年
教
育
」

の
展
開
、「
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
―
」

の
建
設
、
相
談
か
ら
支
援
に
至
る
サ
―
ビ

ス
を
行
う
「
小
野
市
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
―
」
の
整
備
、
地
域
の
絆
を
育
む
「
地

域
活
動
拠
点
づ
く
り
事
業
」
等
を
総
合
的

に
展
開
し
、
更
な
る
魅
力
あ
る
小
野
市
を

築
き
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

前
田
光
教
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小野市議会だより



７

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　質
問
　
震
災
発
生
以
降
、
災
害
支
援
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

　答
弁
　
こ
れ
ま
で
に
消
防
職
員
、
行
政
職

員
な
ど
延
べ
２
７
８
人
の
職
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
西
広
域
連
合

兵
庫
県
チ
ー
ム
の
枠
中
で
、
被
災
地
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
職
員
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
へ
転
居
を
希
望
さ
れ
る
被

災
者
に
は
、
生
活
支
援
対
策
と
し
て
、
中

学
生
以
下
の
医
療
費
の
無
料
化
、
就
学
等

の
支
援
、
生
活
支
援
金
の
支
給
、
就
職
の

斡
旋
な
ど
を
行
い
ま
す
。　　　（
市
当
局
）

　質
問
　
震
災
発
生
以
降
、
小
野
市
は
い
ち

早
く
見
舞
金
を
送
金
し
た
が
、
被
災
地
で

は
義
援
金
・
見
舞
金
が
な
か
な
か
被
災
者

の
手
元
に
届
い
て
い
な
い
現
状
に
つ
い
て

　答
弁
　
被
災
さ
れ
た
県
及
び
市
町
村
が
、

行
政
機
能
や
被
災
状
況
を
判
断
し
た
上
で
、

公
正
な
立
場
で
配
分
方
法
や
支
払
い
時
期

等
を
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

速
や
か
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
は

よ
く
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
東

日
本
大
震
災
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会

へ
働
き
か
け
ま
す
。
　
　
　
（
市
当
局
）

神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い
て

　質
問
　
存
続
に
向
け
た
沿
線
市
等
と
の
連

携
と
、
収
支
改
善
の
見
通
し
が
立
た
な
い

場
合
の
小
野
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う

　答
弁
　
本
年
度
、
神
戸
電
鉄
粟
生
線
検

討
会
が
設
立
さ
れ
、
北
播
磨
地
域
に
お
け

る
支
援
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
市
も
引
き

続
き
維
持
存
続
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
、
神
戸
電
鉄
に
関
す
る
経
営
改
善
努

力
等
の
情
報
の
共
有
化
を
行
い
、
そ
の
上

で
、
自
治
体
も
経
営
改
善
に
対
し
適
切
に

関
与
し
、
経
営
体
質
の
強
化
を
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
鉄
道

事
業
者
自
身
に
よ
る
自
主
的
な
経
営
を
目

指
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

松
井
精
史
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

　質
問
　
市
内
の
名
所
、
旧
跡
等
の
実
態
と

そ
の
管
理
に
つ
い
て

　答
弁
　
浄
土
寺
や
神
社
、
伝
承
も
含
め
土

地
に
付
随
し
た
有
形
の
文
化
財
は
３
４
３

件
把
握
し
て
い
る
。
又
、
埋
蔵
文
化
財
は

県
作
成
の
遺
跡
地
図
に
よ
る
と
５
８
５
遺

跡
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
に
は
合
計
９
２

８
件
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
国
、
県
、

市
の
指
定
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の

根
拠
法
令
に
よ
り
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
指
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
保
護
し
て
い
く
法
令
は
な
く
、
所
有
者

に
よ
り
個
人
や
町
の
管
理
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
一
般
的
な
管
理
基

準
や
ル
ー
ル
は
な
い
。
こ
の
為
、
将
来
的

に
は
保
護
で
き
ず
、
消
滅
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
指
定

さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
観
光
資
源
、
地
域

資
源
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
為

の
調
査
や
保
存
活
動
へ
の
補
助
が
検
討
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

　質
問
　「
買
物
弱
者
」
対
策
に
つ
い
て

　答
弁
　
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行

に
よ
り
、
日
常
の
買
物
が
困
難
な
状
況
に

お
か
れ
て
い
る
市
民
、
い
わ
ゆ
る
「
買
物

弱
者
」
が
み
ら
れ
、
今
後
は
さ
ら
に
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
買
物
代
行

や
移
動
販
売
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ

れ
る
方
々
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
為
、
民
間
事
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
移
動
販
売
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
ま
た
、

民
間
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
買
い
物
お
で

か
け
サ
ポ
ー
ト
等
の
買
物
支
援
事
業
の
実

施
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
様
々
な
手
法
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
た
い
。
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
地
方
版
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進
に
つ
い
て

　答
弁
　
企
業
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
は
、

市
民
力
向
上
・
企
業
力
向
上
の
源
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
応
援
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
定
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
産
業
界
の
意
見
を
聞
い

た
上
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含
め

検
討
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

川
名
善
三
　

議
員

公
　
明
　
党
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８

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

　質
問
　
５，

０
０
０
万
円
の
災
害
見
舞
金

の
行
方
は
。

　答
弁
　
宮
城
県
に
３，
０
０
０
万
円
、
岩

手
県
と
福
島
県
に
各
１，
０
０
０
万
円
を

３
月
に
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
送
金
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

被
災
児
童
受
け
入
れ
支
援
に
つ
い
て

　質
問
　
被
災
地
の
小
中
学
生
を
受
け
入
れ

る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
の
そ
の
後
は
。

　答
弁
　
宮
城
・
岩
手
の
被
災
自
治
体
１６
市

町
に
職
員
２
名
を
派
遣
し
て
、
支
援
制
度

の
周
知
活
動
を
行
っ
た
。
被
災
自
治
体
か

ら
深
く
感
謝
さ
れ
た
が
、
制
度
に
慣
れ
て

い
な
い
事
な
ど
も
あ
り
申
し
出
は
無
か
っ

た
為
休
止
し
て
い
る
。
　
　
（
市
当
局
）

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や

対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
２２
年
５
月
時
点
で
の
給
食
対

象
児
童
生
徒
４，

６
８
３
人
の
う
ち
、
約

８
・
０
２
％
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
者

だ
が
、
最
近
の
推
移
は
。

　答
弁
　
平
成
１９
年
度
の
対
象
者
を
１
０
０

と
す
る
と
、
平
成
２２
年
度
は
約
１
５
０
と

な
り
増
加
傾
向
で
す
。
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
学
校
給
食
に
お
い
て
の
対
応
は
。

　答
弁
　
別
メ
ニ
ュ
ー
は
困
難
な
た
め
、
対

象
物
の
除
去
や
弁
当
を
持
参
し
て
貰
う
場

合
も
あ
る
。
食
材
表
示
の
献
立
表
を
配
布
し
、

保
護
者
・
学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
が
連
携

し
て
対
応
。
ま
た
、
脱
脂
粉
乳
の
使
用
中

止
や
天
ぷ
ら
油
を
な
た
ね
油
に
変
更
す
る

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。（
市
当
局
）

　質
問
　
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は
。

　答
弁
　
移
転
検
討
中
の
兵
庫
青
野
原
病
院

跡
地
に
、
加
西
・
小
野
両
市
共
同
の
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
を
提
案
し
た
。
今
後
は
、

相
手
方
の
事
情
も
あ
る
た
め
、
様
々
な
可

能
性
を
じ
っ
く
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
配
慮
し
た
施
設
に

な
る
か
ど
う
か
は
、
費
用
対
効
果
等
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。
ど
う
進
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー

を
再
構
築
す
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

救
急
救
命
士
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
に
お
け
る
平
成
２２
年
中
の

救
急
出
動
は
１，

８
１
６
件
で
あ
り
、
年

々
増
加
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
重
篤
な
患

者
を
搬
送
す
る
場
合
、
生
命
の
危
険
性
も

あ
り
、
救
急
救
命
士
の
果
た
す
役
割
は
大

変
重
要
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
①
養
成

計
画
②
資
格
及
び
内
容
③
業
務
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　答
弁
①
　
３０
歳
前
後
の
職
員
を
中
心
に
現

在
２７
名
が
在
籍
。
大
学
や
専
門
学
校
を
卒

業
し
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
し
て
採

用
さ
れ
る
職
員
な
ど
の
年
齢
分
布
も
加
味
し
、

計
画
的
に
養
成
し
て
お
り
ま
す
。

　答
弁
②
　
認
定
救
急
救
命
士
制
度
は
改
正

が
重
ね
ら
れ
、
平
成
１６
年
７
月
に
気
管
挿

管
が
、
平
成
１８
年
４
月
に
は
薬
剤
投
与
が
、

救
命
処
置
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
認
定
救

急
救
命
士
の
救
命
処
置
が
、
救
命
率
や
社

会
復
帰
率
を
向
上
さ
せ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
養
成
し
ま
す
。

　答
弁
③
　
傷
病
者
の
病
態
を
詳
細
に
観
察

し
、
的
確
な
判
断
に
基
づ
き
、
最
適
な
医

療
機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
重
篤
な
傷
病
者
は
、
救
急
活
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
専
門
的
な
観
察
結
果

等
に
よ
り
、
短
時
間
で
診
療
可
能
な
医
療

機
関
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。
（
市
当
局
）

「
小
野
市
歌
」
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
歌
に
つ
い
て
は
、
若
い
世

代
や
市
内
小
・
中
学
生
も
そ
の
存
在
を
知

ら
な
い
状
況
で
す
が
、
情
操
教
育
ま
た
郷

土
愛
醸
成
の
観
点
か
ら
、
教
育
の
一
環
と

し
て
取
り
組
み
、
各
種
学
校
行
事
に
お
い

て
斉
唱
す
る
等
、
末
長
く
後
世
に
継
承
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
当
局
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　答
弁
　
大
変
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。「
多
方
面
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
市
民
目
線
で
原
点
に
立
っ
て
皆
で
考

え
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
、
提
言
を
い
た

だ
い
た
と
受
け
止
め
ま
す
。
　
（
市
長
）

中
井
澄
夫
　

議
員

高
坂
純
子
　

議
員

小野市議会だより



９

議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。

○本会議の第２日（２１日）、第３日（２２日）は、議員の一般質問があります。
　市長から提出された議案や、市政全般について一般質問を行い、市長及び市の幹部が答弁します。

　本会議を傍聴に来られた市民の皆さんに、本会議
の休憩時間をくつろいでいただけるよう、議場の隣
接会議室を利用して、休憩室を設けています。議場
内の傍聴者席が満席の場合、休憩室でモニターによ
る傍聴となる場合がありますので、ご了承ください。
　休憩室の設置は、一般質問のある２１日（水）と２２日（木）
の２日間です。部屋には、セルフサービスのお茶も
用意しています。

９月定例会は、下記の日程で開催いたします。

○一般質問が行われる21日（水）、22日（木）の午前中は、
「託児コーナー」を開設しています。

　就学前までのお子さんをお持ちの保護者の皆さ
んも議会を見ていただくことができます。ご希
望の方は、9月13日（火）までに議会事務局まで電
話でお申し込みください。

市
内
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
現
在
３
台
で
運
行
さ
れ
て
い
る
ら

ん
ら
ん
バ
ス
の
運
行
台
数
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
傾
向
の
高
い
路
線
バ
ス

の
ら
ん
ら
ん
バ
ス
へ
の
移
行
と
い
う
方
法

を
用
い
て
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
を
増
便
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
を
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
運
行
に
関
し
て

は
柔
軟
に
対
応
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後

も
利
用
者
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
利
用
者

の
実
態
分
析
な
ど
を
行
っ
た
う
え
で
、
バ

ス
の
台
数
や
サ
イ
ズ
も
含
め
必
要
な
見
直

し
を
加
え
な
が
ら
、
最
も
効
果
的
な
運
行

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
運
行
し
て
い
る
３
台
の
ら
ん
ら
ん

バ
ス
を
さ
ら
に
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
も
活
用
で
き
る
方

策
な
ど
を
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
で

検
討
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
市
当
局
）

大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ

い
て

　質
問
　
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
家
庭
、

地
域
で
の
備
え
に
つ
い
て
現
状
を
伺
い
ま

す
。

　答
弁
　
８
つ
の
小
学
校
区
を
順
番
に
、
年

に
一
度
、
地
域
教
育
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
か

ら
人
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
現
場
感

の
あ
る
体
験
型
の
訓
練
を
継
続
実
施
し
て

い
ま
す
。
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
応

を
含
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

　質
問
　
加
古
川
以
西
の
地
域
に
お
い
て
は
、

避
難
所
と
さ
れ
て
い
る
多
く
の
施
設
が
浸

水
想
定
地
域
に
存
在
し
ま
す
。
そ
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
生
活
関
連
物
資
の
備
蓄
を
含
め
た

防
災
拠
点
の
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
自
衛
隊
が
あ
る
。
日
頃
か
ら
地
域

力
・
市
民
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
防
災
力

の
大
き
な
根
源
で
す
。
　
　
　
（
市
長
）

山
本
悟
朗
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

小野市議会だより



１０

◎総務文教常任委員会◎
議案第３９号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第１号）
議案第４２号　損害賠償の額の決定及び和解について
議案第４４号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第２号）
議案第４５号　土地の取得について

　採決の結果、議案第３９号、議案第４２号、議案第４４号及び
議案第４５号は、全会一致で可決すべきと決まりました。

◎民生地域常任委員会◎
議案第３９号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第１号）
議案第４０号　小野市福祉医療費助成に関する条例の一部を

改正する条例の制定について
議案第４１号　小野市開発事業に係る調整及び地域のまちづくり

の推進に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

　採決の結果、議案第３９号から議案第４１号は、全会一致で
可決すべきと決まりました。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

≪各常任委員会に付託された議案≫

常
任
委
員
会
審
査
報
告

　常任委員会は、地方自治法第１０９条の規定に基づき
条例により設置されています。地方公共団体の幅広い
事務を調査するため、本議会から付託された議案や陳
情等の審査をします。

常任委員会とは？常任委員会とは？常任委員会とは？常任委員会とは？

小野市議会だより
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①静岡県袋井市
袋井市・掛川市統合病院の事務
事業について
　両市の病院統合が決まってから
２年余が経過し、現在、平成２５
年春の開院を目指し新病院の建
設準備を進め、本年７月には病院
本体の建設工事に着手。
　市民が期待する医療機能の充
実や療養環境の向上は勿論であ
るが、そこで働く医療スタッフ
にとっても医療人としての誇り
と働きがいが持てる病院として、
その力が十分に発揮できるよう
な施設整備、環境づくりにも全
力で取り組んでいる。

②愛知県豊田市
防災行政無線について
　平成１６年１１月の合併に伴い
無線の統合及びデジタル化に対
応することを目的に、市全域で
統一的な防災行政無線を整備し、
災害時等の迅速な情報収集や伝
達体制を整えている。同報系無
線として、①市役所から市民へ
の情報伝達手段として、屋外拡
声子局を市内に２５０局整備して
いる。
　自主防災訓練の支援は、地域
の防災力を高めるために訓練用
資機材や講師・指導者等の支援
体制を整えている。

③岐阜県多治見市
大規模な行為の届出制度について
　多治見市の特徴的な風景であ
る斜面地の緑を保全するため、
標高１２０ｍを超える場所での行
為等を「風景に特別大きな影響
を及ぼす恐れのある行為」とし、
それぞれ色彩と緑化について基
準を設定している。
みちくさマップ作成事業について
　普段何気なく見過ごしてしま
うまちのお宝を探し出し、マッ
プに落とし作成することで、ま
ちへの愛着が高まり住民主導の
まちづくり活動が活性化するよ
う展開している。

①富山県魚津市
市立図書館の運営について
　魚津市立図書館は、平成
１７年度に開館。床面積が
２，７８９㎡あり、１階に本や雑
誌、視聴覚資料などの閲覧、
貸し出しコーナー、２階には、
学習室やボランティアルー
ムなどを備え、生涯学習の
場となっている。
　展示会や講演会活動が活
発に行われているほか、お
話の会や図書館シネマ倶楽
部などの自主事業も好評を
得ている。

②石川県金沢市
学校教育金沢モデルについて
　金沢市では、①学校２学期制、②世
界都市金沢「小中一貫英語教育」、③
学習指導基準金沢スタンダードに取り
組んでいる。
　学校２学期制は、ゆとりのある学習期
間の設定のため、学期のあり方を見直し
授業時数の確保により確かな学力の定着
を図っている。また、平成１６年特区認定
を受けた小中一貫英語教育は、８年間
の小学校英語活動の実績を基礎に小学
校３年生以上に英語科を設け、独自の
カリキュラムで実施している。さらに、
子どもたちの学力状況に対応できる
よう、金沢市は独自に学習指導基準

「金沢スタンダード」を作成している。

③福井県越前市
地域自治振興事業について
　越前市では、小学校区単位
に地区住民を会員とする自治振
興会（１７地区）が組織され、
地区住民自らが地区の将来像を
考え、その実現に向けて地区
住民が取り組む地域自治振興
計画が策定されている。市は、
自治振興会に対し、その計画
に基づく事業推進のために地
域自治振興事業交付金として、
必要な経費の一部を一定のル
ールを持って交付している。
１地区あたり年間４００万円か
ら９００万円交付。

常任委員会行政視察報告常任委員会行政視察報告
民生地域常任委員会  平成23年7月5日(火)～7日(木)

総務文教常任委員会  平成23年7月12日(火)～14日(木)

小野市議会だより



１２

【5月】�
２日　議員初総会�  
６日　議員研修会�  
１０日　会派代表者会�  
１１日　臨時市議会�  
１６日　議員研修会�  
１８日　総務文教・民生地域常任委員協議会�  
２０日　行政視察来市（鹿児島県指宿市）�  
２１日　特別支援学校運動会�  
２４日　議会運営委員会�  
　〃　　市議会報編集委員会�  
　〃　　議員互助会役員会�  
２５日　小野市防災水防会議�  
　〃　　兵庫県市議会議長会総会（加古川市）�  
２６日　小野ひまわり会総会�  
　〃　　小野市農会長会総会�  
　〃　　小野市遺族会総会�  
２７日　加古川改修促進期成同盟会�  
２８日　保健衛生推進協議会総会�  
　〃　　（社）小野市シルバー人材センター通常総会�  
２９日　青少年補導委員会総会�  
　〃　　青野原駐屯地創設３５周年記念式典�  
３０日　全国市議会議長会自治体病院経営都市会議（東京）
３１日　本会議（第１日）�  
　〃　　北播政経懇話会�  
【6月】�
２日　小野市観光協会通常総会�  
１１日　小野市詩歌文学賞・上田三四二短歌フォーラム�  
１４日～１６日　全国市議会議長会総会（東京）�  
１７日　議員協議会�  
２０日　本会議（第２日目）�  
　〃　　議会運営委員会�  
２１日　本会議（第３日目）�  
２２日　民生地域常任委員会研修会�  
２３日　総務文教・民生地域常任委員会�  
２６日　女性団体連絡協議会総会�  
２７日　本会議（第４日目）�  
　〃　　議員研修会�  
２８日　兵庫県いちじく研究大会�  
　〃　　総務文教常任委員会研修会�  
【7月】�
１日　北播磨総合医療センター企業団議員協議会（三木市）
５日～７日　民生地域常任委員会行政視察（袋井市・豊田市・
　　　　　多治見市）�  
６日　近畿市議会議長会支部長会議（大阪市）�  
８日　兵庫県市議会議長会理事会（淡路市）�  
　〃　　南北道路建設促進期成同盟会（加古川市）�  
　〃　　北播衛生事務組合議会（加東市）�  
１２日～１４日　総務文教常任委員会行政視察（魚津市・金 
　　　　　　沢市・越前市）�  
１５日　全国市議会議長会理事会（東京）�  
　〃　　民生地域常任委員会研修会�  
１９日　民生地域常任委員会研修会�  
２１日　近畿市議会議長会理事会（大阪市）�  
２２日　市議会報編集委員会�  
　〃　　小野市都市計画審議会�  
　〃　　交通安全対策委員会総会�  
　〃　　兵庫県市議会議長会総会（三田市）�  
２５日　一般国道１７５号整備促進期成同盟会総会（西脇市）
　〃　　行政視察来市（備前市）�  
　〃　　民生地域常任委員会研修会�  
２７日　総務文教常任委員会研修会�  
２８日～２９日　議会運営委員会行政視察（四日市市・野洲市）
３０日　小野市ひまわり杯少年野球大会

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

自宅にいながら議会の傍聴

小野市のホームページからご覧いただけます。

第374回市議会定例会

常任委員会研修会を
継続実施しています

150名の方が傍聴!! 
～たくさんの傍聴ありがとうございました!!～
　６月２０日（月）２１日（火）の両日は、議員の一般質問が
行われました。�     
　２日とも、議場に入りきれないほどの傍聴者にお
越しいただき、第２委員会室でテレビ傍聴をお願い
した方もあります。�  
　今後も小野市議会では、開かれた議会をめざして
一人でも多くの方の傍聴をお待ちしております。

　５月の改選以降、小野市議会では、常任委員会の
研修を継続して行っています。
　市政の現状を把握し、議員の資質および議会とし
ての監視機能の向上を目指しています。

▲こだまの森グランドゴルフ場増設工事現場を視察する
　民生地域常任委員会の委員

▲小野市の教育施策について説明を受ける総務文教常任
　委員会の委員

満
員
の
傍
聴
席

小野市議会だより

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８


